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１１月２４日

道
教
組
・
道
高
教
組
は
、
十
一

校
長
は
七
％
（
本
年
度
八
％
）
、
そ

月
六
日
（
金
）
、
十
四
日
（
土
）
、

れ
以
外
の
校
長
と
教
頭
は
三
％
（
同

十
八
日
（
水
）
の
三
回
に
渡
り
道

七
・
四
％
）
と
若
干
削
減
率
は
圧

教
委
と
賃
金
確
定
交
渉
を
行
っ
て

縮
さ
れ
ま
す
が
、
道
独
自
削
減
が

き
ま
し
た
。
道
教
組
で
は
、
執
行

継
続
さ
れ
ま
す
。
「
人
件
費
に
頼
ら

部
や
札
幌
近
郊
の
単
組
が
中
心
と

な
い
」
道
財
政
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ

な
り
、
賃
金
課
題
に
か
か
わ
っ
て
交
渉
に
挑

の
方
針
は
お
か
し
い
と
考
え
、
道
教
組
は
管

み
ま
し
た
。

理
職
へ
の
削
減
終
了
も
訴
え
て
い
ま
す
。

二
回
目
の
交
渉
が
始
ま
る
前
、
高
橋
知

最
終
交
渉
の
そ
の
他
の
質
問
と
回
答
に
つ

事
が
道
議
会
決
算
特
別
委
員
会
で
、
道
独

い
て
は
次
の
通
り
で
す
。
。

自
削
減
に
つ
い
て
は
「
本
年
で
終
了
し
た
い
」
〈
道
人
事
委
員
会
勧
告
の
取
り
扱
い
〉

と
表
明
し
、
報
道
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

給
与
改
定
は
勧
告
ど
お
り
実
施
す
る
（
月

こ
と
は
、
被
害
を
被
っ
て
き
た
教
職
員
、
労

例
給
五
七
八
円
、
ボ
ー
ナ
ス
四
・
一
〇
月
、

働
組
合
の
存
在
を
軽
ん
じ
る
行
為
で
あ
り
、

初
任
層
二
，
五
〇
〇
円
、
そ
の
他
一
，
一
〇

道
教
組
・
道
高
教
組
と
し
て
交
渉
の
中
で

〇
円
程
度
改
定
）
。

遺
憾
の
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二

給
与
改
定
の
差
額
支
給
を
道
で
独
自
判
断

回
目
の
交
渉
の
前
段
に
は
、
み
な
さ
ん
に
書

で
き
ず
年
内
支
給
と
な
ら
な
い
こ
と
は
、
教

い
て
い
た
だ
い
た
賃
金
署
名
一
二
七
七
筆

職
員
を
励
ま
す
回
答
と
は
言
え
な
い
。
不
満

（
道
教
組
三
七
〇
筆
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

が
残
る
。

最
終
交
渉
で
は
、
十
七
年
続
い
た
道
独

〈
単
身
赴
任
手
当
に
つ
い
て
〉

自
削
減
が
、
「
一
般
職
員
」
に
つ
い
て
は
、

単
身
赴
任
者
が
多
い
実
態
を
踏
ま
え
、
全

来
年
三
月
を
も
っ
て
終
了
す
る
と
の
回
答
が

額
前
倒
し
改
定
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
不

出
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
「
管
理
職
員
」
の

満
。
ま
た
、
別
居
の
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、

独
自
削
減
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
～
一
七

手
当
を
支
給
す
る
よ
う
、
支
給
要
件
の
緩
和

年
度
の
二
年
間
、
大
規
模
校
（
三
種
）
の

を
求
め
る
。

〈
再
任
用
に
つ
い
て
〉

来
年
度
か
ら
無
年
金
期
間
が
二
年
間
に

な
る
。
今
で
も
教
員
の
再
任
用
率
は
低
い
。

道
教
委
は
希
望
者
の
再
任
用
を
保
障
す
べ

き
だ
。
道
教
委
に
は
、
道
人
事
委
員
会
が

報
告
し
た
よ
う
に
「
組
織
の
実
態
を
踏
ま

え
た
新
た
な
再
任
用
制
度
」
を
構
築
す
る

よ
う
強
く
求
め
て
お
く
。

〈
道
高
教
組
國
田
委
員
長
の
ま
と
め
〉

今
後
、
新
た
な
教
職
員
人
事
評
価
制
度

の
課
題
が
残
る
が
、
〇
六
年
に
現
行
制
度

の
導
入
時
、
教
育
長
と
わ
れ
わ
れ
が
合
意
し

た
「
学
校
教
育
活
動
は
教
職
員
と
校
長
の

信
頼
関
係
が
大
切
」
と
い
う
点
を
含
め
、

教
育
条
理
を
今
後
の
交
渉
で
確
認
し
て
い

く
。最

終
交
渉
後
、
そ
の
結
果
を
受
け
た
「
時

間
外
職
場
（
支
部
）
集
会
」
が
各
支
部
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ト
を
組
ま
ず
に
行
う

集
会
な
の
で
、
で
き
る
限
り
基
本
の
期
間
に

入
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
直
前
の
提
起

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
議
日
程
を
変
更
し

た
り
、
変
更
を
検
討
し
た
り
す
る
な
ど
、

非
常
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
見
支
部
で
は
、
十
一
月
二
〇
日
（
金
）

に
四
名
が
参
加
し
て
集
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
権
速
報
で
内
容
を
確
認
し
た
り
、

声
明
を
読
み
合
わ
せ
し
た
り
し
た
あ
と
、

「
私
た
ち
の
要
求
」
に
そ
れ
ぞ
れ
が
抗
議
の

文
を
書
き
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
道
教
組
に
送
り
ま
し

た
。
遠
軽
・
紋
別
支
部
で
は
、
十
一
月
二

四
日
（
火
）
に
四
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、

学
習
、
学
校
交
流
が
行
わ
れ
、
「
声
」
も
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
送
付
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
網
走

支
部
で
は
二
五
日
（
水
）
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

１ １月２ １日 (土 )、第４４回まなビバが網走教育

会館で行われました。全道合研の還流を中心に、

日頃の学級づくりや授業づくりについて熱い議論

が行われました。この日の参加者は全道合研に

参加した４名（大坪先生、小林先生、丸尾先生、

山本先生）と若狭先生、和田先生。また、全釧路教組の斎藤鉄也

先生もレポートを持って駆けつけてくれました。この日のレポートは

５本。全道合研ではたくさんのレポートがあり十分な討議をとれなか

った発表も、十分討議をすることができました。小林先生のレポート

からは国語科における「単元を貫く言語活動」についてみんなで話

し合いました。言語活動を充実させるということが、発表物やまとめ

ありきの授業になっているのではないか。一つ一つの言葉に着目し、

じっくりと物語を読み取っていく活動を大事にすべきではないかとい

う話がなされました。大坪先生はことばの教室の実際について、和

田先生はこだわりが強いＺくんについて、山本先生はかけ算の授業

についてレポートがされました。釧路の斎藤先生は初めての特別支

援学級での奮闘の様子。子どもの世界に寄り添い、子どもの変化を

成長ととらえることで、物語との出会いや日記指導を通して自分の世

界を広げぐんぐん成長していく子どもの様子が語られました。子ども

たちの成長のためにどんなことを大切にしなくてはならないかを学校

として共有していくことが、今後に向けて

大切なことだと確認し合いました。夜は

山本、和田、斎藤で北見の夜の町へ繰

り出しました。おいしいお酒と料理を堪

能しながら昼よりも濃い話をすることがで

き、「本当の学びは飲み会にある ！ 」の

格言通りとなりました。

全
て
の
組
合
員
が
無
理
な
く
取
り

組
め
る
も
の
と
し
て
提
起
し
た
ミ
ニ
カ
ー
ド

を
職
場
の
卓
上
に
、
そ
し
て
写
真
を
撮
っ
て

交
流
し
ま
し
ょ
う
の
第
二
弾
で
す
。

今
回
の
写
真
の
提
出
期
限
は
十
二
月
二

十
六
日
と
し
ま
す
。
前
回
の
取
り
組
み
の

反
省
を
生
か
し
て
「
写
真
が
苦
手
な
ら
顔

は
写
さ
な
い
」
「
職
員
室
で
難
し
い
場
合
は

支
部
会
議
の
お
り
に
一
枚
」
な
ど
無
理
の

な
い
範
囲
で
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
何
ら
か
の
理
由
で
ち
ょ
っ
と
無

理
と
い
う
場
合
は
「
こ
の
よ
う
な
」
取
り
組

み
な
ら
ば
や
れ
ま
す
」
と
い
っ
た
逆
提
案
で

積
極
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
で
す
。

さ
て
、
今
回
は
ミ
ニ
カ
ー
ド
と
は
い
え
前

回
よ
り
も
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
し
て
「
子
ど
も
た

ち
に
平
和
な
未
来
を
」
「
憲
法
９
条
こ
そ
が

最
大
の
抑
止
力

網
走
教
職
員
組
合
」
と

い
う
素
敵
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。


